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１ 委員会委員（◎は委員長、○は副委員長） 

委員名 職業等 委員区分 

◎城田 孝子 弁護士 法務に関する識見を有する者 

〇沖野 智子 公認会計士 経理に関する識見を有する者 

関岡 東生 東京農業大学教授 学識経験者 

瀬戸 賢二 社会保険労務士 労務管理に関する識見を有する者 

城土 裕 （一社）日本森林技術協会 

業務執行理事 

施設の事業内容に精通した者 

   

２ スケジュール 

令和元年10月24日      第１回委員会開催（施設の現地確認、選定基準等を協議） 

令和２年１月22日      募集要項配布・質問の受付開始 

 令和２年２月７日      現地説明会    参加団体  １団体 

 令和２年３月４日      質問の受付終了 

 令和２年３月18日      募集受付終了   応募団体  １団体 

 令和２年４月14日      第２回委員会開催 

   から同月28日      （書面会議により開催、質疑応答及び採点・評価等を協議） 

 

３ 評価の実施方法 

 (1) 書類審査、第２回委員会の開催方法について 

   応募団体の申請書類を受理した神奈川県環境農政局緑政部森林再生課において、神奈

川県暴力団排除条例に基づく警察本部への照会等の資格審査を行うとともに、事前に委

員へ申請書類の送付を行った。 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、第２回委員会は書面会議により開

催した。外部評価委員会委員へ申請書類を配付し、その内容に関して各委員が質問を行

い、申請者が回答した。申請書類と質問への回答を踏まえ、申請内容が「サービスの向

上」、「管理経費の節減等」及び「団体の業務遂行能力」の３つの観点から選定基準を

満たしているか評価した。 

 (2) 外部評価委員会としての評価点の決定方法 

   選定基準に基づき、各委員による仮採点を行った後、評価項目ごとに５名の委員の仮

採点の最頻値（同数意見となった場合は平均値に近い点数）を採用する事務局案を示し、

事務局案に対し各委員が意見を提出することにより協議し、委員会として評価点を決定

した。 
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４ 選定基準 

  （募集要項に記載している選定基準表を記載） 

 

〇

〇

○

利用承認・事
業実施に関す
る業務

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

〇

○

Ⅱ
　
管
理
経
費
の

節
減
等
（

２
５
）

(6)
○

25
・条例第４条第２項
・条例第５条第１項第５号

事業計画書
Ⅱ－６

委託業務の
チェック体制

○

人材育成等 ○

(8) 財務状況 ○ 5
・条例第４条第２項第１号
～第５号
・条例第５条第１項第５号

事業計画書
Ⅲ－８

環境への配慮 ○

〇

個人情報保護 〇

〇

〇

※申請書類に虚偽の報告があったことが判明したときは選外とし、指定管理者候補として選定しない。

大
項
目

中項目 小項目 評価の視点
配
点

指定の基準
（条例、規則）

Ⅰ
　
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

（

5
0
）

・条例第２条
・条例第３条
・第５条第１項第１号～第
３号
・第７条

施設の役割を理解し、特性を活かした指定管理業務が見込めること

委託の考え方
○

業務の一部を委託する場合の業務内容等
（注）委託とは、工事の請負等を含め、指定管理者が業務の一部を外
注する行為を指す。以下同じ。

(1)
指定管理業務実施
にあたっての考え
方、運営方針等

管理運営方針
指定管理業務全般を通じた団体等の総合的な運営方針、考え方

5

(2) 施設の維持管理

施設及び設備
の維持管理業
務の実施方針

○

10

・条例第５条第１項第７号
・規則第３条第１項第１号
・規則第３条第１項第２号

より多くの利用を図るために行う効果的な広報・ＰＲ活動の内容等

アンケートなど利用者満足度調査の実施方法

利用者ニーズ・苦情の把握のための効果的な手法及びその内容の事業
等への反映の仕組み等

神奈川県手話言語条例や外国人への対応等

利用料金の設定、減免の考え方

施設及び設備の保守点検、清掃業務、警備業務等の維持管理業務につ
いての実施方針

15
・条例第５条第１項第３号
・条例第７条第１項第１
号、第２号

施設の特性を踏まえた維持管理の取組状況（利用の支障となる樹木の
伐採・整理、広場・林道・散策路の刈払い等、美観を確保しながら、
利用者の安全確保に配慮した維持管理）

施設の運営方針及び特性を踏まえた森林・林業の普及、研修事業の場
の提供と利用承認及び調整について

より多くの利用を図るため実施する森林・林業に関する展示、自然観察並び
に林業研修等の普及に関する事業等の実施方針、内容等

自主事業の実
施

利用者ニーズを把握し、施設の特性をより効果的に活かすために行う
自主事業の内容等

10

○
自主事業の規模、経費面から、実現可能性と公の施設としての適正な額の
設定

(4) 事故防止等安全管理
事故防止等安
全管理

通常の指定管理業務を行う際の事故防止等の安全管理の取組内容

(3)
利用促進のための
取組、利用者への対
応、利用料金

利用促進・
サービス向上
の取組

○

5
・条例第５条第１項第３号
・条例第５条第１項第４号

事故・不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事
案を認知した際の対応方針

急病人等が生じた場合の対応（救急救命士等の配置、救命に関する職員研
修等）

(5)
地域と連携した魅力
ある施設づくり

地域との連携

地域人材の活用、地域との協力体制の構築及びボランティア団体等の
育成・連携の取組内容

5
条例第５条第１項第７号
規則第３条第１項第２号

地元企業等への業務委託等による迅速かつきめ細かいサービスの提供
に向けた取組内容

節減努力等

【 指定管理者に指定管理料を支払う施設】

「最低の提案額」と「積算価格から20％節減した額」のうち、高い金額　　　　.
　提案額（積算価格から20％以上節減している場合は、積算価格から20％節減した額）

(7)
人的な能力、執行体
制

執行体制 ○

指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配
置等の状況
特に、森林・林業の専門知識を有している者の配置及び木工に関する専門
知識を有する職員の配置状況

Ⅲ
　
団
体
の
業
務
遂
行
能
力

（

2
5
）

5

(10)
事故・不祥事への
対応、個人情報保
護

事故・不祥事
への対応

○ 募集開始の日から起算して過去３年間の重大な事故または不祥事の有
無並びに事故等があった場合の対応状況及び再発防止策構築状況

5

・条例第５条第１項第４
号、第７号
・規則第３条第１項第１
号、第２号

業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況

指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員
採用の状況、労働時間短縮の取組や職場ハラスメント対策など労働環
境の確保に係る取組の状況

財政的な能力
安定した指定管理業務の実施を判断する指標としての団体等の経営状
況、団体等の事業の継続性・安定性の度合い、団体等の事業の信頼性
の度合い

(9)
コンプライアンス、社
会貢献

諸規程の整備
○

指定管理業務を実施するために必要な団体等の企業倫理・諸規程の整
備、施設整備の維持管理に関する法規や労働関係法規など法令遵守の徹
底に向けた取組の状況（労働条件審査の実施予定など施設職員に係る労
働条件の確認の有無を含む）

5 条例第７条第１項

指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況

障がい者等へ
の配慮

〇 法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促進の考え方と実績

〇
障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「ともに生きる社会かながわ憲
章」の主旨を踏まえた取組についての考え方

神奈川県手話言語条例への対応

社会貢献等 〇
社会貢献活動等、ＣＳＲの考え方と実績、ＳＤＧｓ（持続可能な開発
目標）への取組

・条例第７条第１項第１
号、第３号

個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及
び個人情報の取扱いの状況

(11) これまでの実績
これまでの管
理実績

県立21世紀の森施設と類似の業務を行う施設等での管理実績の状況
5 ・条例第５条第１項第４号

県又は他の自治体における指定取消しの有無

事業計画書
Ⅲ－７

事業計画書
Ⅲ－９

事業計画書
Ⅲ－10

事業計画書
Ⅲ－11

評価の対象とする
申請書類の該当箇所

事業計画書
Ⅰ－１

事業計画書
Ⅰ－２

事業計画書
Ⅰ－３

事業計画書
Ⅰ－４

事業計画書
Ⅰ－５

×２５
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５ 評価結果 

外部評価委員会において厳正な評価を行った結果、提案者の順位は次のとおりであった。 

 

 

 

 

 

６ 提案概要及び評価の内容 

 

提案者 株式会社アグサ 

 

(1) 提案の概要 

【利用者サービスの向上について】 

１ 指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針等 

 (1) 管理運営方針について 

   神奈川県の森林・環境行政のみならず、県が提唱する主要施策等も踏まえ、神奈川県

随一の森林資源・森林展示機能・水源涵養林機能などを有する施設として、その機能を

十分に発揮し、長年にわたり継続できるような２１世紀の森の管理運営方針を策定。 

２１世紀の森の管理運営方針 

●かながわの森林再生・森林保全を促進する  

（かながわの貴重な森林資源・水源涵養林の保全、林業振興のための学習・研修の場を提供）  

●かながわの森林・自然博物館による啓発  

（森林・自然観察や森林の成り立ち・役割を学習し啓発する場を提供する）  

●森林の多目的な新しい利活用を拡大する  

（自然体験学習、健康増進のフィールド、木の活用プログラム提供など多目的な利用の拡大）  

 (2) 委託の考え方について 

   清掃、設備管理、警備等、専門性の高い業務・自社で実施できない業務・自社以上の

サービスの向上が図れる業務・地域の活性化に繋がる業務については、外部委託を行

う。外部委託に当たっては、県内中小企業の重要な受注機会と考え、地元企業を優先。 

 

２ 施設の維持管理 

 (1) 施設及び設備の維持管理業務の実施方針 

  ア施設及び設備の保守点検、清掃業務、警備業務等の維持管理業務についての実施方針 

   ・ 保守点検においては、それぞれ老朽化もみられることから、効果的に保守点検で

きる計画のもと、実施する。 

   ・ 利用者に不快感を与えないような日常清掃・定期清掃等の清掃業務の実施 

   ・ 巡回警備や夜間の警備会社への委託による機械警備の警備業務を実施 

  イ 施設の特性を踏まえた維持管理の取組状況 

   ・ 環境特性に応じたエリア分けにより、季節や環境状況に応じてメリハリをつけた

整備を実施する。 

   ・ 利用者の安全を考慮するとともに、利用頻度の高い場所の美観の確保や景観スポ

ットの整備などにも配慮する。 

   ・ 危険生物と生息環境の除去実施、木工工具や機械の手入れ等維持管理に努める。 

順位 

（※） 
団体名（所在地） 

大項目別点数 
合計点 サービス 

の向上 
経費の 
節減 

団体の業務
遂行能力 

１ 株式会社アグサ（南

足柄市） 
３７ ２５ ２０ ８２ 
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 (2) 利用承認・事業実施に関する業務 

  ・ 利用承認にあたっては、利用者の利用目的が、条例等に定める21世紀の森の利用基

準に合致しているかを確認する。 

  ・ 不審者入場の防止や、利用者数把握の観点から、利用者には森林館受付にて来館者

名簿に記入してもらうよう促す。 

  ・ 既に、自社野外事業部の実施するPAA21野外教育プログラムを導入し、県内の中学

校・高校の生徒を年間25校ほど・約4500人の受入実績がある。今後も促進し、子供や

生徒たちに遊びや教育の場としての有効活用を図る。 

 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

 (1) 利用促進、サービス向上の取組 

  ・ かながわの森の展示場として、全体を森の博物館に例え、森林館展示室を「コア施

設」、広葉樹林群、植林地、野鳥の森、林間の広場、無花粉杉採種園等の森林環境を

「サテライト施設」として案内することを検討。木材工芸センターでは木工製品の楽

しさを展示。 

  ・ 自然環境見識者との連携による事業の実施、林業研修等の普及に関する支援、県立

高校等の生徒に対する林業の啓発活動、「未病の改善」として健康増進プログラムの

提供、出張木工指導の推進や、マイクロバス等での送迎等のサービスの向上を図る。 

 (2) 広報・ＰＲ活動について 

  ・ ＨＰやＳＮＳ、パンフレット、各種チラシの作成及び配布、情報誌発行、行政広報

へ掲載依頼、メディア（新聞・テレビ・タウン誌）等、企業の福利厚生関係や行政職

員共済会等への情報提供、大雄山線や小田急線の構内へのチラシ配架、近隣施設での

広報掲示依頼等を図る。 

 (3) アンケートなど利用者満足度調査の実施、ニーズ把握や反映の仕組み 

  ・ 感想や意見を遠慮することなく伝える手段として、森林館正面にご意見箱を常設 

  ・ イベント参加者にはアンケート用紙を記入してもらう。 

  ・ 利用者との日常的な会話、電話やメールによる意見や要望・苦情を把握、全員でい

ち早く共有し、会議等で対応策を検討。内容に応じ、県への報告や協議を実施する。 

 (4) 神奈川県手話言語条例や外国人への対応等 

  ・ 条例の趣旨を理解し、現在のスタッフが、コミュニケーション支援ボードや筆談ボ

ード、表示の外国語併記など、工夫をしてコミュニケーションを図る。 

 (5) 利用料金について 

  ・ 利用料は条例に基づき200円 

  ・ 障がい者の利用、指定管理者主催事業や、県の承認した利用においては減免する。 

 (6) 自主事業の実施 

  ・ 森林及び自然観察の場の提供、森林及び林業に関する知識の普及・向上並びに林業

の振興を図り、県民の保健及び休養に資することを踏まえ、実施する。 

  ・ 自然観察型の事業として自然観察会の実施（山野草観察、野鳥観察、昆虫観察会、

きのこ観察会、星座観察会） 

  ・ 知識向上、林業振興に繋ぐ事業として講座シリーズの実施（森林・林業入門講座、

森づくり・実践体験）木工キット販売、出張木工教室、森の恵みでモノづくり等。 

  ・ 県民の保険や休養に資する事業を実施（ハイキング、ノルディックウォーキング、

ヨガ・ストレッチ教室） 

  ・ 参加料金については、経費を参加料金で負担できることをベースとした設定。 
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４ 事故防止等安全管理 

 ・ 施設の日常点検・事前点検を実施、危険予知訓練の実施。木工作業時の安全対策とし

て、木材加工用機械作業主任者講習を修了もしくは同等の資格を持った者を配置。 

 ・ 緊急時等は、所長が統括管理者として、本社を本部としてバックアップも受けなが

ら、関係機関と連携して対応に当たる。 

 ・ 職員に普通救命講習相当の講習を実施し、急病人等発生時に一時救命措置が可能とな

るよう体制を整える。 

 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

 (1) 地域人材の活用、地域との協力体制 

  ・ ボランティア団体や地域の活動指導者と森林の手入れ作業や自主事業での出展等で

連携・協力をしており、今後も交流・連携の促進を図る。 

  ・ 本社が南足柄市にあり、従業員の地元採用や地域の高齢者雇用を推進。 

  ・ 地域団体や地域住民との協力体制を深めており、更なる体制の構築を図っていく。 

 (2) 地元企業等への業務委託 

  ・ 非常時も迅速に対応ができるようなパートナーとして地元企業を優先的に選定。 

  ・ 森林整備は、必要に応じて地域の林業事業体に委託するとともに、ボランティア活

動による森林整備作業も実施する。 

 

【管理経費の節減等について】 

６ 節減努力等 

 〇 県の積算価格   169,365千円（年額  33,873千円） 

 〇 提案額      166,355千円（年額  33,271千円） 

 〇 節減額及び節減率 △3,010千円（節減率   1.78％） 

 ※ 申請団体は１団体のみで、県の積算額を下回っているため満点（２５点）評価した。 

（単位：千円）  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

提案額 33,291 33,281 33,271 33,261 33,251 

 

【団体の業務遂行能力について】 

７ 人的な能力、執行体制 

 ・ 人員体制 

職種 所長 副所長 木工体験 

責任者 

木工体験 

担当者 

企画等 

担当者 

施設管理担当者 

区分 常勤 常勤 常勤 非常勤 非常勤 非常勤 

資格等

特記事

項 

森林整備基本

研修修了者 

安全管理業務

経験者 

木材工作機械

取扱講習修了

者 

木材工芸技術

の習得者 

自 然 観 察

等経験者 

造園技術者また

は作業機械取扱

講習修了者 

※ 森林・林業、木工に関する専門知識を有した人材を配置。 

 

 ・ 指定管理施設が同じ南足柄市内に立地していることの利便性も含め、必要に応じて、

又は緊急時等に本社のバックアップも実施。本社の他の事業部にも業務を指導、サポー

トできる有資格者がいる。 

 ・ 委託を実施する場合も他の事業部のバックアップを受け、適正な管理を行う。 
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 ・ 日常の作業管理や一般・マナー接遇研修、専門技術研修などの計画的な研修により人

材を育成する。 

 ・ 労働時間の短縮に向けて事業部や安全衛生委員会を中心に様々な改善を図っている。 

 ・ ハラスメント対策として、コンプライアンス研修を実施。安全衛生委員会でも意見や

提案を調査し、対策を講じる。 

 

９ コンプライアンス、社会貢献 

 (1) 諸規定の整備 

  ・ 法令を遵守し、事業を展開することが企業としての義務ととらえ、企業コンプライ

アンスを策定し、行動の規範としている。また、コンプライアンスを遵守するため

に、コンプライアンス規定及びマニュアルを策定している。 

  ・ 個人情報保護、労働に関する諸規定を定めるほか、社長直結のリスク管理委員会が

研修等を実施。 

  ・ 過去３年間に労働基準監督署等からの指摘事項はなし。 

 (2) 環境への配慮 

  ・ 「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得、これに基づいた環境への配慮を実施。 

  ・ 省エネ・ＬＥＤの採用、間伐材の有効利用などの取組、利用者への啓発等や職員へ

の研修等の意識向上への取組も実施している。 

 (3) 障がい者等への配慮 

  ・ 障害者雇用促進法に基づく障害者雇入れ計画作成命令はない。法律の定める雇用率

達成のため、障がい者就労支援施設と連携を深めていく。 

  ・ 「ともに生きる社会かながわ憲章」の趣旨を理解し、利用者の目線に立った施設の

利用しやすさを追求。 

 (4) 社会貢献等 

  ・ 地域の中小企業として、地域への社会貢献を会社理念として事業活動を実施。 

  ・ グリーン環境事業、野外教育事業などの事業実施、自治会等が実施する各種行事へ

の支援など事業以外でのＣＳＲも実施している。 

  ・ かながわSDGs取組方針「⑤エネルギーの地産地消」に適合し、再生エネルギーの導

入で温暖化対策に貢献する。森林の大切さ、森林資源の有効活用による災害の減少や

再生可能エネルギーの啓蒙活動を様々な活動を通じて発信する。 

 

10 事故・不祥事等への対応、個人情報保護 

 ・ 過去３年間の重大な事故・不祥事はなし。 

 ・ 個人情報保護基本規定を策定し、個人情報保護の方針体制を定めている。個人情報の

保護・漏えい防止のため、取扱責任者、従事者の選定や、その体制を定めて対応。職員

に対しては重要性や守秘義務を理解させ、指定管理業務マニュアルの運用に沿った個人

情報保護の研修を実施する。 

 

11 これまでの実績 

 ・ 県立21世紀の森、県立足柄ふれあいの村、南足柄市運動公園、足柄森林公園丸太の

森、南足柄市パークゴルフ場の指定管理など、野外活動や森林公園施設等の実績。 

 ・ 富士ゼロックス塚原研究所、モダン湯治おんりーゆー、県立山北つぶらの公園の施設

管理 

 ・ 他の自治体等における指定取消しはなし。 
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(2) 外部評価委員会の採点結果 

大
項
目 

中項目 小項目 評価の視点 配点 

各委員による 

仮採点結果 
委員会

として

の 

評価点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ⅰ
 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

１ 指 定 管

理 業 務 実

施 に あ た

っ て の 考

え 方 、 運

営方針等 

管理運営方針 

〇指定管理業務全般を通じた団体等の総合的

な運営方針、考え方 

〇施設の役割を理解し、特性を活かした指定

管理業務が見込めること 5 5 4 3 5 5 5 

委託の考え方 〇業務の一部を委託する場合の業務内容等 

２ 施 設 の

維持管理 

施設及び設備

の維持管理業

務の実施方針 

〇施設及び設備の保守点検、清掃業務、警備

業務等の維持管理業務についての実施方針 
〇施設の特性を踏まえた維持管理の取組状況

（利用の支障となる樹木の伐採・整理、広

場・林道・散策路の刈払い等、美観を確保し

ながら、利用者の安全確保に配慮した維持管

理） 
15 12 12 12 12 12 12 

利用承認・事

業実施に関す

る業務 

〇施設の運営方針及び特性を踏まえた森林・

林業の普及、研修事業の場の提供と利用承認

及び調整について 

３ 利 用 促

進 の た め

の 取 組 、

利 用 者 へ

の 対 応 、

利用料金 

利用促進・サ

ービス向上の

取組 

〇より多くの利用を図るため実施する森林・

林業に関する展示、自然観察並びに林業研修

等の普及に関する事業等の実施方針、内容等 
〇より多くの利用を図るために行う効果的な

広報・ＰＲ活動の内容等 
〇アンケートなど利用者満足度調査の実施方

法 
〇利用者ニーズ・苦情の把握のための効果的

な手法及びその内容の事業等への反映の仕組

み等 
〇神奈川県手話言語条例や外国人への対応等 
〇利用料金の設定、減免の考え方 

10 6 6 8 6 10 6 

自主事業の実

施 

〇利用者ニーズを把握し、施設の特性をより

効果的に活かすために行う自主事業の内容等 
〇自主事業の規模、経費面から、実現可能性

と公の施設としての適正な額の設定 

10 6 6 8 6 10 6 

４ 事 故 防

止 等 安 全

管理 

事故防止等安

全管理 

〇通常の指定管理業務を行う際の事故防止等

の安全管理の取組内容 

〇事故・不祥事等の緊急事態が発生した場合

や安全管理の妨げとなりうる事案を認知し

た際の対応方針 

〇急病人等が生じた場合の対応（救急救命士

等の配置、救命に関する職員研修等） 

5 4 3 4 3 5 4 

５ 地 域 と

連 携 し た

魅 力 あ る

施 設 づ く

り 

地域との連携 

〇地域人材の活用、地域との協力体制の構築

及びボランティア団体等の育成・連携の取

組内容 

〇地元企業等への業務委託等による迅速かつ

きめ細かいサービスの提供に向けた取組内

容 

5 4 4 3 3 5 4 
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Ⅱ

管
理
経
費
の
節
減
等 

６節減努力等 ※ 選定基準と同じ 25 25 25 

Ⅲ
 

団
体
の
業
務
遂
行
能
力 

７ 人 的 な

能 力 、 執

行体制 

執行体制 

〇指定期間を通じて効果的・効率的に指定管

理業務を行うための人員配置等の状況 

特に、森林・林業の専門知識を有している者

の配置及び木工に関する専門知識を有する職

員の配置状況 

5 5 4 4 3 4 4 委託業務のチ

ェック体制 
〇業務の一部を委託する場合の管理・指導体

制の状況 

人材育成等 

〇指定期間を通じて安定して指定管理業務を

行うための人材育成や職員採用の状況、労働

時間短縮の取組や職場のハラスメント対策な

ど労働環境の確保に係る取組の状況 

８ 財 政 的

な能力 
財務状況 

〇安定した指定管理業務の実施を判断する指

標としての団体等の経営状況、団体等の事業

の継続性・安定性の度合い、団体等の事業の

信頼性の度合い 

5 3 3 

９ コ ン プ

ラ イ ア ン

ス 、 社 会

貢献 

諸規定の整備 

〇指定管理業務を実施するために必要な団体

等の企業倫理・諸規程の整備、施設設備の維

持管理に関する法規や労働関係法規などの法

令遵守の徹底に向けた取組の状況（労働条件

審査の実施予定など施設職員に係る労働条件

の確認の有無を含む） 

5 5 3 4 3 5 4 

環境への配慮 〇指定管理業務を行う際の環境への配慮の状

況 

障がい者等へ

の配慮 

〇法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促

進の考え方と実績 

〇障害者差別解消法に基づく合理的配慮な

ど、「ともに生きる社会かながわ憲章」の主

旨を踏まえた取組についての考え方 

〇神奈川県手話言語条例への対応 

社会貢献等 〇社会貢献活動等、ＣＳＲの考え方と実績、

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取組 

10 事故・

不 祥 事 へ

の 対 応 、

個 人 情 報

保護 

事故・不祥事

への対応 

〇募集開始の日から起算して過去３年間の重

大な事故または不祥事の有無並びに事故等が

あった場合の対応状況及び再発防止策構築状

況 5 4 3 4 5 5 4 

個人情報保護 
〇個人情報保護についての方針・体制、職員

に対する教育・研修体制及び個人情報の取扱

いの状況 

11 これま

での実績 

これまでの管

理実績 

〇県立 21 世紀の森施設と類似の業務を行う施

設等での管理実績の状況 

〇県又は他の自治体における指定取消しの有

無 

5 5 4 4 5 5 5 

合 計 100  82 
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(3) 評価講評 

評価の結果、県の求める業務水準を満たし、神奈川県立21世紀の森の指定管理者としての

適格性を有すると判断した。  

申請団体の提案内容について各委員から以下の講評があった。 

 〇 これまで３期の実績も踏まえ、施設の趣旨や特性をよく理解した丁寧な提案がなされ

ていると思う。その意味では安心である反面、際立った新しさはあまり見受けられず、

無難な提案であるとも感じる。県内随一の森林施設ならではの良さを、ＳＮＳなど時代

にあわせた手法で発信し、これまで当施設になじみのなかった層にまで対象を広げて、

自然に親しみ、癒やされ、学ぶことのできる機会を提供することを期待している。 

 〇 現時点でアンケートの実施等を行っており、日々改善に取り組んでいるのは十分に伝

わってくるが、更なる利用者の増加のための工夫の余地は十分にあると思われる。魅力

ある施設にするため、更なる工夫を期待している。 

 〇 今回の申請内容及びこれまでの実績より判断し、当該施設の管理者としてふさわしい

と判断した。 

   ただし、森林は地域ごとに千差万別であるばかりではなく、地域社会との関係につい

ても歴史を紡ぎつつ今日を迎えているものであり、さらには、これまでに経験してこな

かったような突発的な災害や変化等も予想される存在である。地域の森林の特性を充分

に加味したうえで、時々の変化に臨機応変に対応する、アダプティブマネージメントの

考え方を導入し、業務の一層の改善を図ってもらいたい。 

 〇 選定基準の全項目において、県が求める水準を満たしているか、基準を超えていると

評価した。施設設置の目的をよく理解しており、当施設や他施設における施設管理者と

しての実績も十分であるので、総体的に適切な施設管理運営が可能と判断した。 

   ただし、細かい点においては、改善の余地はあると思うので、きめ細かな対応ができ

るようサービス向上に努めてもらいたい。 

   また、近年は想定外とされる自然災害が頻発している。災害・事故防止、安全対策の

面においては重要な課題として、これまで以上に留意してもらいたいと思う。長年にわ

たり地元に根差している企業であるので、地域の特性を生かして、より一層魅力的な施

設となるよう管理運営することを期待している。 

 〇 指定管理者候補として選定された「株式会社アグサ」においては、これからの県議会

議決や告示行為等を経て指定管理者に指定された場合、これまでの指定管理者としての

経験等を生かして、令和３年４月以降の５年間において「神奈川県立21世紀の森」を適

切に運営されることを希望する。 
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７ 議事概要（主要論点） 

＜Ⅰ サービスの向上についての審査過程＞ 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（Ｂ委員）現時点でアンケートの実施等を行っており、日々改善に取り組んでいるのは十分

に伝わってくるが、更なる利用者の増加のための工夫の余地は十分にあると思われ

る。魅力ある施設にするため、更なる工夫を期待したい。 

＜Ⅲ 団体の業務遂行能力についての審査過程＞ 

８ 財政的な能力 

（委 員）財務状況については、2019年３月時点では純資産もあり、十分な自己資本が留保

されており、財務状況は健全であると判断したが、過去において前期損益修正損が

発生しており、財務諸表の信頼性に若干不安がある。また、今回の緊急事態宣言が

今後の会社の経営に大きく影響を及ぼす恐れがあることにより｢３｣と評価した。 

＜全項目共通＞ 

 評価項目ごとに５名の委員の仮採点の最頻値（同数意見となった場合は平均値に近い点

数）を採用する事務局案を示した。 

 事務局案での評価点に関する意見はなし。 

 

（Ｃ委員）当該地域の森林や林業、さらには地域社会の特性に応じた管理・利用に関する説

明が若干不足しているように感じる。 

     自然環境のみならず、地域社会における森林の位置付けも各所で千差万別である

ため、一般論に終始せず、きめ細かな管理・運営を心がけることを期待する。 

     なお、上記のような姿勢・配慮が、当該施設ならではの魅力を醸すことと思う

し、安全管理上も有効にはたらくものと思う。 

 

以上により、仮採点を基に評価項目ごとに５名の委員の仮採点の最頻値（同数意見となっ

た場合は平均値に近い点数）を採用する事務局案のとおり委員会としての評価点を決定

し、委員会として、当提案者は指定管理者候補として適切であるとすることを承認した。 

 

 




